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大学運営における主な役
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（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

産学官連携 可
能 ・ 希 望 分 野

（著書・発表論文等）

（ 主 要 ５ 編 ）

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

日本病理学会、日本臨床口腔病理学会、日本口腔腫瘍学会、国際病理アカデミー日本支部、日本口腔外科学会
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産学官連携実績 （主
要 ３ 件 ）

(５つまで)

共同研究等の
実績

研 究 業 績

研 究 分 野 口腔病理学、人体病理学

研究課題

課題名

口腔扁平上皮癌と前癌病変におけるピルビン酸キナーゼM2アイソフォーム（PKM2）発現の解析。
口腔扁平上皮癌におけるYK-4D症例の臨床病理学的解析。
高齢者唾液腺腫瘍の臨床病理学的解析。
高齢者剖検例における前立腺潜伏癌と血中PSA、%fPSAの相関に関する解析。

キーワード
口腔癌、PKM2、YK分類、唾液腺腫瘍、前立腺癌

口腔病理学、病理学
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病理学実習

口腔病理学実習

口腔外科学Ⅰ

生命科学講座 口腔病態病理学分野

実習時間数
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